
ここがききたい！ 一般質問

問　
公
共
情
報
の
案
内
サ
ー

ビ
ス
表
示
に
つ
い
て
聞
く
。

　
①
災
害
時
の
避
難
場
所
を

周
知
す
る
た
め
に
、
ま
ち
か

ど
情
報
マ
ッ
プ
等
で
避
難
場

所
や
経
路
の
確
認
が
で
き
る

が
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
避
難
す
れ
ば
い

い
の
か
判
断
が
難
し
い
。

　
避
難
場
所
誘
導
手
段
の
充

実
の
た
め
、
よ
く
目
に
止
ま

る
電
柱
広
告
を
活
用
し
て
は
。

　
②
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
宇
都

宮
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
地
域
振

興
や
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
、公

共
施
設
案
内
や
防
犯
・
防
災
、

観
光
資
源
等
の
情
報
提
供
に

電
柱
広
告
を
活
用
し
て
は
。

答　
①
電
柱
広
告
を
活
用
し

た
避
難
場
所
の
誘
導
案
内
に

つ
い
て
は
、
27
年
６
月
に
電

柱
管
理
者
か
ら
申
し
出
が
あ

り
、
多
く
の
人
目
に
付
き
や

す
く
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
27
年
12
月
１
日
に

「
広
告
付
避
難
場
所
等
電
柱

看
板
に
関
す
る
協
定
」
を
電

柱
管
理
者
と
締
結
し
た
。

　
今
後
は
、
看
板
の
掲
出
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

　
②
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
等
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
提
供
や
、
公
共

施
設
の
情
報
提
供
な
ど
、
屋

外
の
案
内
表
示
に
つ
い
て
は
、

電
柱
広
告
の
活
用
を
含
め
、

目
的
に
応
じ
た
効
果
的
な
手

法
を
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

電
柱
広
告
を
活
用
し

た
公
共
情
報
の
案
内

サ
ー
ビ
ス
表
示
を 駒場　昭夫

（市民連合）

問　
企
業
誘
致
で
雇
用
を
創

出
拡
大
す
る
こ
と
は
、
地
域

活
性
化
の
大
き
な
力
と
な
る

こ
と
か
ら
、
平
出
工
業
団
地

内
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
工
場
跡

地
の
取
得
に
賛
成
す
る
。

　
①
多
く
の
雇
用
が
確
保
で

き
る
製
造
・
生
産
企
業
の
進

出
が
望
ま
し
い
が
、
ど
の
よ

う
な
企
業
を
誘
致
す
る
の
か
。

　
②
Ｊ
Ｒ
の
新
駅
構
想
や
誰

も
が
安
心
し
て
安
全
に
移
動

で
き
る
公
共
交
通
網
の
構
築

構
想
が
あ
る
が
、
当
地
域
の

交
通
施
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
①
も
の
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
の
維
持
・
充

実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
創

出
・
拡
大
や
、
市
経
済
の
更

な
る
発
展
に
繋つ

な

が
る
よ
う
な

製
造
業
を
は
じ
め
と
し
た
企

業
の
誘
致
に
努
め
て
い
く
。

　
②
Ｊ
Ｒ
の
新
駅
設
置
は
、

市
に
よ
る
多
額
の
事
業
費
の

負
担
や
新
駅
の
運
営
・
管
理

に
必
要
な
利
用
者
数
の
確
保

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
全

域
に
お
い
て
公
共
交
通
空

白
・
不
便
地
域
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
当
地
域
の

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
31
年
度
の
Ｌ
Ｒ

Ｔ
開
業
と
合
わ
せ
た
バ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
を
進
め

る
中
で
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
Ｊ
Ｒ
岡

本
駅
と
の
結
節
強
化
や
バ
ス

路
線
の
充
実
な
ど
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

移
動
し
や
す
い
交
通
環
境
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

平
出
工
業
団
地
内
の

工
場
跡
地
の
活
用
で

地
域
活
性
化
を

舟本  肇
（自民クラブ）

問　
12
月
議
会
で
、
産
業
用

地
の
取
得
に
係
る
補
正
予
算

案
が
提
出
さ
れ
、
産
業
競
争

力
の
強
化
に
向
け
た
戦
略
的

か
つ
積
極
的
な
取
り
組
み
を

期
待
し
て
い
る
。

　
①
戦
略
的
な
取
り
組
み
と

し
て
、
平
出
工
業
団
地
の
用

地
取
得
に
至
っ
た
考
え
方
は
。

　
②
産
業
拠
点
で
あ
る
宇
都

宮
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

地
域
は
、
北
西
部
地
域
の
拠

点
で
あ
り
、
土
地
の
有
効
活

用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、

地
籍
調
査
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
①
市
へ
の
進
出
を
検
討

す
る
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
増
加
す
る
中
、
急
増
す

る
用
地
需
要
に
、
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
産
業
拠

点
と
位
置
づ
け
た
既
存
工
業

団
地
内
の
未
利
用
地
の
活
用

が
有
効
な
方
策
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社
か
ら
、
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
協
力
し
た
い
と
い
う
観
点

で
工
場
跡
地
買
い
取
り
の
打

診
が
あ
り
、
協
議
を
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

　
②
地
籍
調
査
に
よ
り
、
土

地
の
境
界
や
面
積
が
明
確
に

な
る
こ
と
で
、
円
滑
な
土
地

利
用
な
ど
が
可
能
と
な
り
、

産
業
拠
点
と
し
て
の
充
実
に

つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
当
地
区
内
に
は
、
公
図

と
現
況
が
一
致
し
な
い
地
区

も
一
部
あ
る
た
め
、
今
後
、

法
務
局
や
県
な
ど
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
地
籍
調
査
の
手

法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

産
業
競
争
力
の
強
化

と
産
業
拠
点
の
充
実

を
図
る
べ
き

櫻井 啓一
（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
28
年
度
予

算
編
成
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
推
進
ほ

か
）
②
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
地
区

整
備
事
業
③
市
職
員
の
人
材
育
成

と
処
遇
改
善
④
関
東
・
東
北
豪
雨

災
害
の
検
証
と
今
後
の
対
策
な
ど

⑤
新
最
終
処
分
場
仮
称
第
２
エ
コ

パ
ー
ク
の
整
備
⑥
消
防
力
の
強
化

と
消
防
団
の
環
境
整
備
充
実

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
28
年
度
の

予
算
編
成
、
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
株
式
会
社
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
推
進

の
取
り
組
み
ほ
か
）
②
地
域
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
③
二
十
歳

の
歯
周
病
検
診
の
導
入
④
城
址
公

園
土
塁
内
へ
の
山
車
、
屋
台
等
の

収
蔵
施
設
整
備
⑤
教
育
行
政
（
い

じ
め
の
現
状
と
対
策
ほ
か
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
②
が
ん
検
診

受
診
率
の
向
上
策
③
市
民
の
健
康

づ
く
り
④
美
化
推
進
重
点
地
区
と

路
上
喫
煙
等
禁
止
区
域
の
取
り
組

み
⑤
市
管
理
地
内
の
樹
木
等
の
管

理
⑥
特
別
舗
装
道
路
の
建
設
と
維

持
⑦
住
宅
火
災
時
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
で
の
感
電
防
止
⑧
鳥
獣

害
対
策
用
電
気
柵
の
安
全
対
策

○
○
○
○

　ク
リ
ニ
ッ
ク

本　町
○－○

○○避難所
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